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江戸の三大改革と妖怪文化



































































































































































































































































































































































































































































 7 三田村鳶魚「江戸末の幽霊好み」『江戸の風俗』大東出版社、1941 年。
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江戸の三大改革と妖怪文化
徳川家
いえよし
慶と水野忠邦ら幕閣たち、そしてモノトーンで描かれた無数の妖怪たちが改
革の犠牲となった町人たちに見立てられ、改革に不満を抱えていた人々の喝采を博
して大きな評判となった。この絵は、あまりの評判に恐れをなした版元によって自
主的に回収され、絶版となったが、人気に目をつけた別の版元によって類似の絵が
相次いで制作された。
　改革が失敗に終わったのちも、幕府を公然と皮肉るような風刺画がさらに多く板
行された。そのなかで、妖怪たちは大いに活躍している。例えば、嘉永 4年（1851）
に板行された江戸川北輝画「本
ほん
朝
ちょう
振
ふり
袖
そで
之
の
始
はじまり
　素
す
戔
さのおの
嗚 尊
みこと
妖怪降伏之図」は、天保
の改革の際に解散させられた株仲間の再興を風刺したもので、素戔嗚尊の前に平伏
し、証文に手形を捺しているのは、株の定まった豆腐屋・両替屋・水鳥屋で、闇の
なかで騒いでいるのは、いまだ株の定まらない遊女屋・髪結床・絵草紙屋・箱屋・
玉子屋であるという。
　さらに幕末維新期には、討幕派、あるいは佐幕派の諸藩を妖怪に見立てた風刺画
が数多く描かれた。もはや幕府には、寛政の改革の頃のように言論を統制する力は
残っていなかったのである。そうしたなかで、妖怪たちは再び滑稽なキャラクター
としての性格を取り戻していった。
　また、天保の改革では、色彩をふんだんに用いた華美な出版物が奢侈品として規
制されたが、改革後はその反動で、かえって改革前よりも豪華なものが作られるよ
うになった。絵双六をはじめとするおもちゃ絵が大量に作られるようになるのも、
この時期である。芳藤、芳虎、芳幾などの国芳の高弟たちをはじめとして、この時
期の主な浮世絵師らは皆おもちゃ絵に手を染めている。そのなかで、妖怪を題材と
した「化物双六」や「お化けかるた」、そして「化物尽くし」などと呼ばれた妖怪
図鑑的なおもちゃ絵が、明治初期までおびただしく制作された。ここに至り、江戸
の「妖怪文化」は低年齢化が急速に進んだといえる。妖怪は、知的な笑いやおどろ
おどろしい怪奇趣味を体現したものから、子どもたちを中心に純粋にキャラクター
として楽しまれるものとなったのである。
　この流れは、明治以降の「漫画」のなかに細々と受け継がれ、百年ののちに水木
しげるの妖怪マンガにおいて劇的な再創造を果たす。その意味で、江戸の「妖怪文
化」は今も息づいているといえるのかもしれない。
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表 1　「妖怪文化」の時期区分
第Ⅰ期 第Ⅱ期 第Ⅲ期
「享保の改革」以降
（1716 ～）
「寛政の改革」以降
（1787 ～）
「天保の改革」以降
（1841 ～）
博物学的傾向、滑稽 怪奇趣味、生世話（リアリズム）風刺、華美
妖怪図鑑、黄表紙 怪談狂言、合巻 風刺画、おもちゃ絵
鳥山石燕『画図百鬼夜行』 四世鶴屋南北『東海道四谷怪談』歌川国芳「源頼光公館土蜘作
妖怪図」
武士、上層町人など
知識人層
庶民 庶民
子ども
流転する豆腐小僧
　以上のような江戸時代の「妖怪文化」のそれぞれの時期の特徴をまとめてみると、
表 1のようになるだろう。
　「豆腐小僧」という妖怪がたどった運命は、この江戸時代の「妖怪文化」の変遷
をそっくりなぞっている。豆腐小僧は、豆腐を載せた盆を手に現れる小僧姿の妖怪
で、安永 6 年（1777）に刊行された恋川春町『妖
ばけ
怪
もの
仕
し
打
うち
評
ひょう
判
ばん
記
き
』を初出として、
黄表紙のなかで活躍した当時の人気キャラクターである。この豆腐小僧は、「酒買
い小僧」などの「小僧系」妖怪の伝統を受け継いでいることが認められるものの、
民間伝承のなかには見いだすことのできない妖怪であり、黄表紙オリジナルの妖怪
と推定されている。まったく怖さを感じさせず、滑稽な行動で笑いを誘う豆腐小僧
は黄表紙の人気妖怪であったが、「寛政の改革」で黄表紙がすたれたのち、「怪談狂
言」や「合巻」全盛の時代には登場の機会が減少してしまった。
　幕末になり、おもちゃ絵がおびただしく板行されるようになると、そのなかで豆
腐小僧は再び人気のキャラクターとして活躍するようになる。だが、おもちゃ絵の
豆腐小僧は、「一つ目小僧」として描かれることが圧倒的に多い。黄表紙の豆腐小
僧は、一つ目で描かれることもあったとはいえ、普通に二つ目で描かれるほうが主
流であった。こうした変化が生じたのは、やはり豆腐小僧が一時期忘れられた妖怪
となっていたことによると考えられるのである。
　妖怪たちの世界も、時代の変化とは無縁ではなかったのである。
